
新聞大会開幕

報
道
の
在
り
方
議
論

1
3
9
社
参
加
1
7
年
ぶ
り
岡
山
で

　
新
聞
週
間
（
1
5
～
2
1
日
）

の
メ
ー
ン
行
事
と
な
る
第
5
9

回
新
聞
大
会
（
日
本
新
聞
協

会
主
催
）
が
Ｉ
‥
‥
Ｊ
日
、
岡
山
市

内
で
開
幕
し
た
。
岡
山
県
で

の
大
会
は
土
９
８
９
年
以
来

１
７
年
ぶ
り
３
回
目
。
協
会
加

盟
１
３
９
社
か
ら
約
５
３
０

人
が
集
い
、
イ
ン
タ
ー
ー
ネ
ッ

ト
時
代
に
お
け
る
報
道
の
在

り
方
や
新
聞
の
社
会
的
責
任

に
つ
い
て
話
し
合
う
。
（
９
～

１
６
面
に
関
連
特
集
）

　
初
日
の
1
7
日
は
、
岡
山
市

表
町
１
丁
目
の
岡
山
シ
ン
フ

ォ
ー
Ｔ
ホ
ー
ル
で
大
会
式
典

が
行
わ
れ
、
北
村
正
任
協
会

会
長
が
「
言
論
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
に
対
し
て
暴
力
で
挑

む
動
き
が
あ
る
こ
と
に
強
く

抗
議
す
る
。
民
主
主
義
社
会

は
情
報
が
自
由
に
流
通
し
、

自
由
で
責
任
あ
る
言
論
が
保

証
さ
れ
て
初
め
て
成
立
す
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
大
会
決
議
採
択
の
後
、
新

聞
協
会
賞
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
昭
和
天
皇
が
Ａ
級
戦
犯

靖
国
合
祀
に
不
快
感
を
示
し

た
と
さ
れ
る
「
富
田
メ
モ
」

を
特
報
し
た
日
本
経
済
新
聞

社
の
井
上
亮
記
者
ら
５
人
に

賞
状
が
贈
ら
れ
た
。
続
い
て

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
が

　
「
人
道
支
援
に
お
け
る
メ
デ

ィ
ア
の
役
割
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

経
験
を
通
し
て
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
岡
山
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
（
同
串
浜
２
丁
目
）

に
会
場
を
移
し
、
昼
食
台
を

開
催
。
席
上
で
マ
ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
の
有
森
裕
子
さ
ん
が

　
「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
」
と
題

し
て
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行

　
っ
た
。

　
研
究
座
読
会
で
は
、
藤
田

’
博
司
早
ｔ
ハ
客
員
教
授
が
「
イ

。
ン
タ
ー
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け

る
新
聞
の
公
共
性
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。
続
い
て
加
盟

新
聞
社
５
社
の
幹
部
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
新
聞
の
公
共
性
・
文
化
性

を
考
え
る
ー
新
聞
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
生
き
延
び

る
た
め
に
」
が
行
わ
れ
た
。

　
1
8
日
は
備
前
市
と
倉
敷
市

を
視
察
す
る
。

冷
静
さ
と
責
任
を

　
中
東
情
勢
を
は
じ
め
、
世

界
は
絶
え
間
な
い
抗
争
と
緊

張
の
中
に
あ
る
。
わ
が
国
も

少
子
高
齢
化
、
格
差
の
広
が

り
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
人
々
は
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
切
望
し
て
い
る
。

　
情
報
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
新
聞
は
、
活
字
文
化

の
担
い
手
と
し
て
、
き
め
細

か
な
取
材
と
分
析
、
冷
静
で

責
任
あ
る
報
道
に
よ
り
、
人

々
に
確
か
な
指
針
と
展
望
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
新
聞
協
会
創
立
6
0
周
年
を

大第

ゐ､__
59

議回

迎
え
た
今
、
わ
れ
わ
れ
新
聞

人
は
、
暴
力
に
よ
っ
て
言
論

を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
動

き
を
許
さ
ず
、
新
聞
の
自
由

と
独
立
を
守
る
こ
と
に
よ

り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
を
誓
う
。

開会のあいさつをする北村日本新聞協会会長(岡山シンフォニーホール)
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